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Abstract 
This article aims to clarify tendencies in them by focusing on the introductory section of demo lessons. The 
research method consists in an analysis of teaching behavior. The purpose of the class entitled “Studies in Teaching 
of Music”, which is given to second-year students, is to acquire the necessary knowledge and skills to become a 
music teacher. After being taught the interpretation of the course of study, evaluation method, and writing a 
teaching plan, students take a 15-minute demo lesson. As a result of the analysis, I discovered five trends. First, 
few teachers confirm what they have learned or know, which was found to result from their lack of understanding 
of the curriculum and of studying the teaching materials. Second, there are many explanations by teachers, which 
was caused by the fact that it was their first demo lesson, they were lacked knowledge. Third, many teachers ask 
simple questions. Consequently, they were unable to motivate learners or deepen their thinking. Fourth, few 
teachers evaluate students. As it was their first demo lesson, they were unable to evaluate them and had no 
vocabulary. Fifth, students do not speak independently, as they are not surrounded with a free-speaking 
atmosphere and they have been unable to motivate themselves. However, a reason for this student issue was that 
university students played the role of students, which did not properly reflect the behavior of junior and senior 
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習者の関心を授業に向けさせることが，その後の展開部に大きく影響すると考えられる。授業や教材を構
成する過程を 9種類の教師の働きかけに分類したガニェは，導入部において「学習者の注意を喚起する」
















  調 査 日：2020 年 10 月 8 日〜11 月 26 日（毎週木曜） 
  授 業 対 象：「音楽科授業論」の履修者のうち半数の学生 1） 
  授 業 者：「音楽科授業論」の履修者のうち，導入部を授業した学生 20 名 2） 






 まず，授業者 20 名が行った教授事象・教授行為を時系列に文字化し，秒単位で分類する。 
 教授事象の分類については，ガニェの 9 教授事象のうち，導入の 3 事象および，その 3 事象のどれにも
含まれない「その他」を合わせて 4 つに分類する（表 1）。「その他」とは，生徒指導に関する事象や，事
務的な連絡などである。 
 











書」「操作」「沈黙」を加えた。本稿における教授行為の分類を表 2 のように定める。 
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 授業者 20 名の導入部を，表 1 で示した教授事象に秒単位で分類した（表 4）。また，各授業者の導入の
総時間数を 100%として，教授事象ごとにパーセンテージを算出した平均値について図 1 に示す。 
 
表 4 教授事象の分類結果 
 
（単位：秒） 
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 授業者 20 名の導入部を，表 2 で示した教授行為に秒単位で分類した（表 5）。さらに 20 名全員の教授行
為それぞれの秒数を図 2 に示す。 
 





明」が約 1900秒，「活動」が約 1400秒使っているのに対し，それ以外の教授行為は約 300秒以下であり，
ここには大きな差があると言える。授業者の模擬授業における導入のほとんどの時間を「説明」と「活動」
が占めているということである。また「説明」と「活動」は 20 名全ての授業者が行っていた。 
図 1 教授事象の割合の平均 
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学習者に問いかける「発問」と「質問」で
は，学習者の思考を促す「発問」は，授業に
































数ではなく回数で計算し，その総計を表 7 に示す。 







図 2 20 名の授業者による教授行為の時間数（単位：秒） 
表 7 学習者の活動の回数 
 
（単位：回） 
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５ 学生の模擬授業における導入部の傾向 
 ガニェの 9 教授事象のうち導入の 3 事象と，教授行為の分類により，学生にとって初めての模擬授業の
導入部における傾向として以下の 5 点が明らかとなった。 
 1 点目は，3 事象のうち「前提条件を確認する」ことを扱っている授業者が少ないことである。講義で伝








































ュラムの中で，大学 4 年間のうちに模擬授業を授業者として体験させられるのは多かれ少なかれ 2回程度
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